
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1012 

令和５年度 保健体育科 

 

教科 (専)体育 科目 (学)バスケットボール A 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「現代高等保健体育」 （大修館書店） 

副教材等 
「現代高等保健体育ノート」 （大修館書店） 

「ステップアップ高校スポーツ ２０２２」 （大修館書店） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・この授業では「競技」バスケットボールとして取り組む。プレイヤーとして知識・技能の習得は

もちろん、「バスケットボール（5on5）の理解」を目的としたい。評価においては、技能習得にむ

けた練習への取り組み方（主体としての取り組み方・周囲の者との協働的な取り組み方）も評価す

る。また、審判や準備・片づけなど運営面での責任も求める。 

・体育（スポーツ）理論の学習と評価を行う。授業中の板書を書き写すだけでなく、授業のポイン

トや自身で気づいた事、クラスメイトの発言内容などへの反応なども含めて評価する。筆記テスト

を実施して理解度を評価する。 

・実技学習と理論学習を並行することで、双方でつながりのある習熟を求めたい。 

 

２ 学習の到達目標 

・「個人スキル」の習得だけでなく、「バスケットボールの戦術」への理解を求めることでより

質の高いバスケットボールを楽しむ。 

・「課題・ミッション」の解決をめざし主体的・計画的に取り組む。 

・よりよい練習環境を作り出すために仲間と協働する態度や能力を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・個人戦術、グループ戦術な

どの基本的スキルを身につ

け、チーム戦術につなげてプ

レーすることができる 

・バスケットボールの特性や

上達過程などの体育理論を

理解し、役立てることができ

る 

・個々が自分の役割を理解し、

チーム戦術をメンバーと協力・

連携して遂行することができ

る 

・仲間の技能向上につながる

雰囲気づくりやアドバイスな

ど、協働的に授業に取り組むこ

とができる 

・ルールを理解し、利用してゲ

ームに取り組む力を高めるこ

とができる 

 

・自己の技能向上を追求し、各

戦術の遂行に向けて主体的に

粘り強く練習に取り組むこと

ができる 

・相手を思いやり（尊重・配慮）

スポーツを安全に楽しむ態度

をとることができる 

・時間、服装・マナーを遵守し、

配慮をもって授業に参加する

ことができる 

 

 

 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。この講座は体力面や安全性の観点から、

男女別に展開し、集団に応じた評価の形式をとります。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

 

 

１ 

体
育
理
論 

①運動・スポーツにおける

安全の確保 

②スポーツの技術と技能 

③技能の上達過程と練習 

④技能と体力 

⑤体力トレーニング 

a:スポーツ全般におけるケガ

のリスクを理解し、ウォーミン

グアップなどの大切さについ

て説明することができる 

a:基本的な体力要素を理解し、

技能上達のプロセスを段階的

に説明することができる 

b:理論として学んだことを実

技の中で実践できる 

b:スポーツ全般について学ん

だことを、バスケットボールの

特性に照らし合わせて具体的

に考えることができる 

c:自他の体力要素や技能段階

に興味を持ち、主体的に理論学

習に取り組むことができる 

テスト 授業観察 授業観察 

 

ノート点検 

個
人
戦
術 

①ドリブルシュート（３種類） 

②ポストプレイムーブ 

a:個人スキルとして指定のシ

ュート技術を習得することが

できる 

b:他者のシュートスキルを評

価し、助言することができる 

c:安定したシュート動作を習

得できるように、繰り返し練習

したり練習の補助を率先して

行ったりすることができる 

スキルテスト 授業観察 授業観察

（ 雰囲気

づくり・貢

献度） 

 

 
 

 
 

 
 

２ 

O
ff.

（理
解 

チーム Off. 

①Give&Go（２人の動き） 

②Pass＆Run（３人の動き） 

個人スキル 

③ﾍﾟﾘﾒｰﾀｰｼｭｰﾄ 

 

a:グループスキルとして指定

のプレイを習得することがで

きる 

b:習得したプレイをゲームに

つなげて実践することができ

る 

b:相手の動きを想定し、仲間と

連携を取りながらタイミング

やポジションを合わせてプレ

イすることができる 

c:効果的なオフェンスプレイ

を習得できるように、繰り返し

練習したり友達の練習の補助

を率先して行ったりすること

ができる 

スキルテスト 

 

 

 

 

授業観察 

意図理解 

タイミング 

 

ｹﾞｰﾑ評価 

授業観察 

（ 雰囲気

づくり・貢

献度） 

レポート 
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D
ef.

（理
解 

チーム Def.（マンツーマン） 

①Shell Def. 

個人スキル 

②ﾍﾟﾘﾒｰﾀｰｽｳｨﾝｸﾞｼｭｰﾄ 

 

a:グループスキルとして指定

のプレイを習得することがで

きる 

b:習得したプレイをゲームに

つなげて実践することができ

る 

b:個人の役割を決め、役割に応

じたチームに貢献するプレイ

をすることができる 

c:ディフェンスプレイの連携

の取り方を理解することがで

きる 

スキルテスト 授業観察 

(意図理解) 

 

ｹﾞｰﾑ評価 

同上 

 
 

 
 

３ 

ﾋ
ﾟｯ
ｸ

＆ﾛ
ｰ
ﾙ

 

グループ戦術ｖｓチーム

Def. 

①ピック＆ロール 

個人スキル 

②フリースロー連続成功本

数 

 

a:実践的な練習において、戦術

に応じたオフェンスやディフ

ェンスを実践することができ

る 

a:フリースローを安定して決

めることができる 

b:チームでプレーを振り返り、

戦術に対する個々の動きを評

価したり修正したりすること

ができる 

c:お互いに教え合いなが、協働

的、精力的に活動に取り組むこ

とができる 

スキルテスト 同上 同上 

個
人
戦
術 

２年生のみの授業（次年度

に向けて） 

①ポストプレイムーブ 

②Give&Go・Pass&Run 復

習 

 

a:個人スキルとして指定のス

キルを習得することができる 

c:主体的に学習活動に参加し、

新しい技術の習得のために練

習に取り組むことができる 

スキルテスト 同上 授業観察 

（ 雰囲気

づくり・貢

献度） 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


